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日銀文学を超えて・・・

大衆の風を受け、発信し好循環を生み出す。
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はじめに

提言政策の経緯
〜地方創生の実務家やエコノミストへの取材を経て〜

1



各地で活躍する実務家たち
自主的にゼミで調べた各地域の活性化や地方創生

日本銀行も国内の「風」を読み、政策に活かすことができるのではないかと考えた。

愛媛県大洲市
DMO インタビュー

宮城県・山形 蔵王高原
政府系金融機関＆地方銀行
インタビュー

三重県松阪市
地域商社 インタビュー

政策提言の経緯1

各地の実務家は、地域の状況・トレンドである「風」を読み、発信を行うことで成功を掴んでいた。



「風」とはなにか
～可視化の手段と対話型AI活用～

２



大衆の声の流れ

風とは……..

「風」とは何か2



政府など

ガソリンが高い！補助金がほしい！

税金が高い！

規制緩和してくれ！

取締を強化して！
一般大衆

「風」とは何か2



日本銀行

政府など

風は政府に対するモノが多い！？

ガソリンが高い！

補助金がほしい！

税金が高い！

規制緩和してくれ！

取締を強化して！

金融政策に関するモノもある！？

「風」とは何か2

一般大衆



大規模金融緩和時代のSNSから見る国民の「風」

SNS投稿データを収集

AIにて
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SNSポジティブネガティブ分析

ポジティブ ネガティブ CPI(生鮮除く)

「風」とは何か2

〜大規模金融緩和時代〜

〜コロナ時代〜



風にも間違いあり！？

風は国民の重要な声ではあるが、全て正しいとは限らない！

大規模金融緩和時代においては

異次元緩和に対してポジティブに捉えている意見が多く見られた。

→ 世論が異次元緩和政策を後押ししていたと捉えられる！

「風」とは何か2

風が経済的合理性に基づいているとは限らない！



「風」について まとめ

「風」とは何か2

「風」は政府などに向けられた、国民の声

AI時代には、学部生でも可視化が可能に

「風」は経済的合理性に基づいたものとは限らない

日本銀行はこれらを踏まえたうえで、活動する必要がある。



金融政策決定プロセス
〜収集される３つのデータ群とその活用の流れ〜

３



「風」は金融政策にどういった影響を与えているのか

金融政策プロセス3

情報収集？
政策？



情報収集フェーズ

伝統的データ群
CPI など

ヒアリングデータ群
さくらレポート など

オルタナティブデータ群
POSデータ分析 など

情勢判断フェーズ

展望レポート作成

政策決定フェーズ

政策委員会

政治的要因

・方針の決定
・日本銀行の公式見解

・金融政策決定
・総裁記者会見など発信も

・数々のデータを収集、分析
・日本銀行独自のヒアリングも含む

・政策の方針
・世論の流れ

風が影響



金融政策プロセス3

風自体は
オルタナティブデータに分類
ヒアリングデータにも一部影響

情勢判断フェーズでは
政治的要因を通した形で
影響を与えている。

情報収集フェーズ

伝統的データ群

ヒアリングデータ群

オルタナティブデータ
群

情勢判断フェーズ

展レポー
ト作成

政策決定フェーズ

政策委員会

政治的要因

風が
影響

展望レポート作成 風が
影響



「風」は金融政策にどういった影響を与えているのか

金融政策プロセス
いかにして使命を果たすか

3

情勢判断に影響する一部の情報や
政治的要因等に影響を与えている



日銀文学とその実態
〜対話型AIによる見える化〜

４



「難解な表現」が多いことから、

「日銀文学」と評される

「日銀総裁のレトリック」

解説書のような本が登場するほど

日銀文学と呼ばれる理由日銀文学とその実態4



?

専門知識の壁 エコノミスト等
プロフェッショナル

日銀文学
「展望レポート」

日銀文学（展望レポート）はプロ向けにとどまっている。

日銀文学とその実態4

内容把握は難しい！ 経済・株価予想を行う！

一般大衆



AIによる定量化分析

誰でも難解な内容を理解できるように定量化を行った。

日銀文学とその実態4

数年前はプロしかできなかった分析が、文系大学生でも可能になった！？

対話型AIに「経済・物価情勢の展望」レポートの基本的見解部分を
読み込ませ、各レポートの記述の中から
「利上げを行うことが十分な水準にある」と読み取れる文章、
「利上げを行うことが不十分な水準にある」と読み取れる文章を数え、
前者が多い場合をタカ派、後者が多い場合をハト派として分析した。





日銀文学の可視化・分析

・2016年１月から2025年７月分まで実施

・CPI（前年度同月比）と比較した場合、それに応

じてタカ派の割合が上昇しているが、実際には
時差があるように見受けられる。

・これはいわゆる認知ラグが発生していることを
示唆しているとも考えられる。

このラグの原因は様々なものが考えられるが、
いずれにせよ日銀文学による広報にもやはり限
界はあり、より多面的な広報戦略が必要である
と考える。

日銀文学とその実態4

文章が中心の展望レポートを定量化し、可視化することができた。



専門知識の壁

エコノミスト等
プロフェッショナル

日銀文学
「展望レポート」

日銀文学とその実態4

内容把握がある程度可能に！？

一般大衆

AIによる分析
定量化



定量化を行い、可視化したタカ派の割合の推移と
CPIの推移には0.6を超える正の相関が見られた。

しかしながら、タカ派の推移とCPIの推移には
ある程度の時差が発生している。

定量化は精度が高く、読み解きやすいが、

CPIとは時差が発生するなど「限界」がある。

日銀文学とその実態4 日銀文学の限界

→ 定量化の精度がそれなりに高いことを示している。

→ 情勢判断に若干の遅れは発生してしまう。



日本銀行のあるべき姿
〜今求められている新たな発信戦略〜

５



一般大衆

日本銀行のあるべき姿5 物価等に対する国民の姿勢とは

生活費が高い！

給料が低い！

補助金が欲しい！

※金融資産をあまり保有していない層

株価は上がるがあまり保有していない！



一般大衆

日本銀行のあるべき姿5 物価等に対する国民の姿勢とは

政府など

生活費が高い！ 給料が低い！

補助金が欲しい！

日本銀行

日本銀行はどう動く！？

日銀行員



日本銀行

日本銀行のあるべき姿5

一般大衆
政府など

日本銀行からさらに風を起こす！？
日銀行員



日本銀行の広報戦略

日本銀行本店見学

「経済・物価情勢の展望レポート」

ハイライトについてはSNSでも発信
専門家向けの情報発信

広報誌「にちぎん」
エッセイと共に、金融政策、展望レポートの解説

日本銀行のあるべき姿5

中央銀行の役割を落語家が紹介

YouTube紹介動画
日本銀行の役割・使命を解説



世界の中央銀行 発信事例

FRB（連邦準備制度理事会） ECB（ヨーロッパ中央銀行） イングランド中央銀行

「Fed kids」

子供向け教育プログラム

「ECB Explains」

動画等で金融政策の解説

日本銀行のあるべき姿5

「イングランド銀行博物館」

いわゆる金融博物館
日銀貨幣博物館と同様



思い切った施策も…！

ジャマイカ中央銀行では、インフレターゲット政策を紹介する

「レゲエ音楽」
を用意し、広報に利用している。

これは金融リテラシー以前に、識字率の問題が大きいと考えられる。

日本銀行のあるべき姿5



社会的アイデンティティの影響も！

行動経済学では、社会的なアイデンティティが
期待インフレ率に影響することが実証されている。

情報発信者と受信者の社会的アイデンティティ（性別・居住地等）が
近いほど、より情報が正確に伝わりやすい。（受け止められやすい）

何を発信するかのみならず、

「誰」が発信するのかといった工夫も求められる。

日本銀行のあるべき姿5



日銀文学を超えて
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提言

「風」を見極め、必要に応じて「風を起こし返す」発信力

すなわち、政策意図や情勢判断を世論に対して

的確かつ積極的に伝える力を強化することが

今後ますます重要になると考えられる。

日銀文学を超えて6

日銀文学においては

AIを駆使し、定量化してもなお

経済情勢について
理解することは難しい



提言

「風」を見極め、必要に応じて「風を起こし返す」発信力

すなわち、政策意図や情勢判断を世論に対して

的確かつ積極的に伝える力を強化することが

今後ますます重要になると考えられる。

日銀文学を超えて6

日銀文学においては

AIを駆使し、定量化してもなお

経済情勢について
理解することは難しい

日銀文学を超え、
国民の発する「風」を見極めた、
新たな広報戦略の構築が、
今求められている



7

今後の展望



「風」を読み解く情報収集方法の確立
SNSデータなどオルタナティブデータの
取得分析方法を確立

今後の展望17

「風」に合わせた新たな情報発信
対話型の発信や、SNS等を活用した発信



「風」も間違える⇒ではどうする？

「大規模金融緩和政策」終了後
日銀では大規模な政策レビューを実施

今後の展望27

正確に言えば、「風」を受け実施した政策のレビュー検証と
一般向けの広報体制の確立

これができるのは中立性を確保しえた中央銀行のみ!!!

それに加えて
「風」の適否（暴走？）等の事後フォロー・検証制度の確立を目指すべき
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ご清聴ありがとうございました


